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茶道
さ ど う

流派
りゅうは

・遠 州 流
えんしゅうりゅう

の形成 ―『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』の役割― 

 

藤原みずき(関西大学) 

 

1．はじめに 

 遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

は流祖である小堀
こ ぼ り

政一
まさかず

（1579～1647）（以下遠 州
えんしゅう

と称する）は「綺麗さび」と称され

る美意識を真髄とする、現在まで継承される茶道流派である。遠 州
えんしゅう

は現代において大名茶を確立した

武家茶人として特に周知されているが、茶道だけではなく、書や和歌、作庭など様々な分野に才能を

発揮した。本発表では、遠 州
えんしゅう

が自らの美意識をもって、新しい時代の価値観を創造する役割を担った

ことを確認する。また遠 州
えんしゅう

の美意識が 17 世紀という新しい時代において、その新しい時代の美的価

値観として醸成されてきたことを指摘する。そして遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

によって流祖遠 州
えんしゅう

の著作として伝承

されてきた紀行文『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』を取り上げ、定家
て い か

様
よう

を用いて書写された『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』伝本に着目し、

遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

における『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』の役割について考察する。定家
て い か

様
よう

で書写された『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』テク

ストが、伝承過程において、遠 州
えんしゅう

の自筆本であると認定され、遠 州
えんしゅう

の美意識を伝えるテクストとし

て、遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

伝授の場で享受されてきた可能性を指摘する。 

 

2．遠州
えんしゅう

の評価 

 遠 州
えんしゅう

は江戸時代前期の大名である。近江国
おうみのくに

坂田郡
さかたぐん

小堀村
こぼりむら

に小堀
こ ぼ り

正
まさ

次
つぐ

（1540～1591）の長男として生

まれる。正次
まさつぐ

が豊臣
とよとみ

秀
ひで

長
なが

（1540～1591）に仕えたことから、遠 州
えんしゅう

は秀長
ひでなが

の小姓
こしょう

となり、その後豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

（1537～1598）に仕えた。秀
ひで

吉
よし

の死後は徳川
とくがわ

家康
いえやす

（1542～1616）に仕え、関ヶ原
せきがはら

合戦
がっせん

（1600 年）で

は徳川
とくがわ

方に参軍した。そして慶 長
けいちょう

13年（1608）には、駿河国
するがのくに

駿府
す ん ぷ

城
じょう

の築城において作事
さ く じ

奉行
ぶぎょう

をつと

めた功により、従
じゅ

五位
ご い

下
げ

遠 江 守
とおとうみのかみ

に叙
じょ

任
にん

され、以後「遠 江
とおとうみ

」つまり「遠 州
えんしゅう

」と通称された。また遠 州
えんしゅう

は徳川
とくがわ

幕府
ば く ふ

において伏見
ふ し み

奉行
ぶぎょう

はじめ数多くの奉行
ぶぎょう

職
しょく

を勤めた。しかし元禄
げんろく

16 年（1702）に成立した家

伝・系譜諸である『藩翰
はんかん

譜
ふ

』1は、遠 州
えんしゅう

について、武士としてよりも、茶人として、また書や和歌、茶

道具の鑑定に秀でた文化人として、次のように記す。 

  政一初め豊臣家に仕へて、其後徳川殿に召仕はれ、
近江国にて

一万二千石元和九年、伏見奉行職に補せられ、職にある事二十

余年、正保四年二月六日、六十九歳にて卒しぬ、（中略）古田織部正重能、利休上足の弟子にして、政一又古

田が第一の門人なり、其道の事は云ふに及はず、手能く書き、歌よみ、眼高く、書画万の器珍、悉く其鑑定

を待て、世の価を高下す、されば水より出し氷、藍より出る青色、世々の先達を超過して、上中下のもてな

し譬を取るに言葉なし 

遠 州
えんしゅう

の書について、特に定家
て い か

様
よう

の上手
じょうず

であったと伝えられている。定家
て い か

様
よう

は藤原定家
ふじわらのていか

（1162～1241）

を祖とする、筆圧の強弱を極端に表した線質が特徴の書流である。定家
て い か

は和歌にすぐれ、それを学問

化する歌学、そして日本の古典文学に精通する。定家
て い か

様
よう

は定家
て い か

の精神を象徴する書流として文化人に

使用された。武野紹鷗
たけのじょうおう

（1502～1555）が定家
て い か

の歌論に茶道と同一の精神を見いだし、定家
て い か

様
よう

で書かれ

た「小倉
お ぐ ら

色紙
し き し

」を茶席の床掛
と こ が

けに用いて以来、定家
て い か

様
よう

は茶道においても尊重された。遠 州
えんしゅう

も多くの茶
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人たちと同様に定家
て い か

の書を収集し、定家
て い か

様
よう

に親しんでいたことが、遠 州
えんしゅう

の所持した道具の記録や茶会

記から確認できる。さらに遠 州
えんしゅう

は定家
て い か

様
よう

を学び、自ら定家
て い か

様
よう

を書いた。『万
ばん

宝
ぽう

全書
ぜんしょ

』2「本 朝
ほんちょう

古今名
ここんめい

公
こう

古筆
こ ひ つ

諸 流
しょりゅう

 定家流
ていかりゅう

」の項に遠 州
えんしゅう

の名を確認できる。『校 合
きょうごう

雑記
ざ っ き

』3には、遠 州
えんしゅう

の定家
て い か

様
よう

は定家
て い か

の自筆

と間違えられるほどだったという逸話も残されており、遠 州
えんしゅう

が定家
て い か

様
よう

の書き手として高い評価を受け

ていたことが確認できる。また和歌についても後水尾天皇
ごみずのおてんのう

（1596～1680）撰と伝わる『集 外
しゅうがい

三 十
さんじゅう

六歌仙
ろっかせん

』

4に選出されるなど、一定の評価を受けていた。さらに遠 州
えんしゅう

は定家
て い か

様
よう

を自らが鑑定した茶道具の箱書

に用いていた。 

遠 州
えんしゅう

は茶道具の目利きとして高く評価されていた。多くの鑑定依頼が遠 州
えんしゅう

に寄せられていたこと

も、現存する書状などから確認できる。例えば『桂光院宮武家来翰留
けいこういんのみやぶけらいかんとめ

』5に収められる遠 州
えんしゅう

の書状の写

しに、八 条
はちじょう

宮家
み や け

から水指
みずさし

三つの鑑定を依頼されたことが記されている。また遠 州
えんしゅう

は鑑定にあたり古

い名物の真贋を見分けるだけでなく、無名の茶道具の中から価値のあるものを新たな名物として選定

した。遠 州
えんしゅう

が活躍した 17 世紀初頭では、秀
ひで

吉
よし

が朝鮮に侵攻した壬辰
じんしん

・丁酉
ていゆう

の倭乱
わ ら ん

（1592、1597 年）

の際に、諸大名が日本に連れ帰った陶工たちによる開窯を契機として、日本でも多くの新しい茶
ちゃ

陶
とう

が

作られ始めていた。しかし新しく日本で作られた茶
ちゃ

陶
とう

は、日本の茶道において絶対的な価値をもって

いた、朝鮮物
ちょうせんもの

・唐物
からもの

と総称される朝鮮陶器・中国陶器に対して、日本で作られた陶器には、新しい価

値を加えるために、鑑定が必要だった。こうした状況の中で、新たな茶道具の価値を創造する役割を

果たしたのが遠 州
えんしゅう

であったのだ。遠 州
えんしゅう

は茶道具を選定するにあたって、和歌に詠まれた 詞
ことば

、つまり

歌語
か ご

を銘とする、いわゆる歌
うた

銘
めい

をつけた。そして茶道具を納める箱には、その歌
うた

銘
めい

と、歌
うた

銘
めい

の由来と

なった和歌を定家
て い か

様
よう

で書きつけた。歌
うた

銘
めい

と和歌を定家
て い か

様
よう

で書きつけることによって、日本で生産され

た無名の茶道具に、新たな由緒と価値が生まれたのである。日本で生産された道具が、新たな名物と

して認識されたわけである。遠 州
えんしゅう

による茶道具の命銘は高く評価されていた。茶道具の一つである

茶入
ちゃいれ

が制作されるにあたって、出来上がる前から命銘の依頼があったことを記した書状も残されてい

る6。なお遠 州
えんしゅう

が選定し銘を付けた茶道具は、松 平
まつだいら

不昧
ふ ま い

（1751～1818）7によって中 興
ちゅうこう

名物
めいぶつ

と分類さ

れていた。不昧
ふ ま い

は中 興
ちゅうこう

名物
めいぶつ

を「遠 州
えんしゅう

以後の名物」と位置づけ、茶道具の選定における、遠 州
えんしゅう

の鑑定

眼を高く評価している。 

ただし遠 州
えんしゅう

がその美意識をもって選定した、日本で生産された茶道具は、千利休
せんのりきゅう

8（1522～1591）

が見出した茶道具とは異なるものだった。例えば、利休
りきゅう

の好んだ茶道具は色調やデザイン、その創造

性を抑制したものであった。対して、遠 州
えんしゅう

が好んだ茶道具は均整のとれた形と装飾性、明るい色調を

特徴としていた。遠 州
えんしゅう

が活躍した 17 世紀には、京
きょう

を中心とする王 朝
おうちょう

文化
ぶ ん か

の復興が確認できる。遠 州
えんしゅう

好み
ご の み

と称される茶道具が、そういった文化的背景において評価されていったと考える。遠 州
えんしゅう

の美意識

が形成された背景には、遠 州
えんしゅう

が活躍した 17 世紀の文化、いわゆる「寛永
かんえい

文化
ぶ ん か

」があった。 

 

3．17世紀における文化と遠州
えんしゅう

 

 17 世紀初頭、大阪
おおさか

夏
なつ

の陣
じん

（1615）により戦乱の時代は終わった。社会は安定と平穏の時代に向かっ

ていく中で、文化人たちはサロンを形成し、そのサロンにおいて、和歌や連歌
れ ん が

、日本の古典文学を学

ぶ学問なども流行し、公家、武家、僧侶、町衆といった身分を超えた交流が行われていった。そして
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このサロンを通じた交流の中で、新しい時代の美意識が醸 成
じょうせい

され、文化人たちによって共有されたの

である。そのためサロンに集う人々には、幅広い総合的な教養をもつことが求められた。王 朝
おうちょう

文化
ぶ ん か

の

復興も、その一つである。京
きょう

を中心とした禁裏
き ん り

・公家の華やかな文芸活動や、定家
て い か

様
よう

と称する書風が

流行した。遠 州
えんしゅう

も定家様
よう

の上手であったことで知られている。寛永
かんえい

文化
ぶ ん か

に呼応して、遠 州
えんしゅう

は和歌や

定家
て い か

様
よう

を学び、さらには王 朝
おうちょう

文化
ぶ ん か

の美意識も自らの美的価値としたのだった。 

熊倉
くまくら

功夫
い さ お

氏は、寛永
かんえい

文化
ぶ ん か

における美意識の特徴を「きれい」という言葉で表現して、次のように説

明している。 

  「きれい」という美には、優美で調和の取れた王朝的な美が含まれる。さらに和漢の古典的教養が求められ、

また華やかな装飾性が含まれていて、その装飾性はモダンさで明解さをともなっている。この「きれい」と

いう感覚は、表現の違いや流派、身分の違いを超えて寛永文化に属するさまざまな作品に共通するところが

ある。9 

遠 州
えんしゅう

の美意識が「綺麗さび」と称されるのは、寛永
かんえい

文化
ぶ ん か

の美意識が反映された結果だろう。寛永
かんえい

文化
ぶ ん か

の代表として遠 州
えんしゅう

が存在した。遠 州
えんしゅう

の茶道は「綺麗さび」という美的価値に結実し、茶道流派・

遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

は「綺麗さび」を真髄として展開していったと考える。 

 

4．定家
て い か

様
よう

で書写された遠州
えんしゅう

の著作『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』 

 遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

が継承される過程において、定家
て い か

様
よう

が流祖遠 州
えんしゅう

の美意識につながるものとして重要視

されていた。遠 州
えんしゅう

の子息や弟子は、遠 州
えんしゅう

に倣
なら

い、定家
て い か

様
よう

を用いた。遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

13 代家元・小堀宗実
こぼりそうじつ

氏は遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

における定家
て い か

様
よう

について、次のように述べている。 

遠州流だけが同じ、先祖からのずっと同じ字を連綿と継承して行くと、ある意味では、茶道のお点前、そう

いったものと同じような意味合い、同じような重要さとして、和歌と文字がある、というふうに言われてお

りました。10 

定家
て い か

様
よう

は遠 州 流
えんしゅうりゅう

宗家
そ う け

において、遠 州 流
えんしゅうりゅう

代々の家元
いえもと

が継承すべき書風であり、遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

の継承

において、流祖遠 州
えんしゅう

につながる書風と意識されていた。『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』は遠 州
えんしゅう

が定家
て い か

様
よう

で書写したと伝

えられる遠 州
えんしゅう

自身の著作である。元和七年（1621）に江戸を出発して京に帰着するまでを書き綴った

紀行文である。『群書
ぐんしょ

解題
かいだい

』には「洒落けの多い流暢な文章で、狂歌調の勝つた和歌がところどころよ

みこんであつて、近世風の特色が見える。文章でも和歌でも掛詞の技巧にとくに興味をよせている」

11とある。また『古今
こ き ん

和歌集
わかしゅう

』等に入 集
にっしゅう

する和歌を引用し、『伊勢
い せ

物 語
ものがたり

』をはじめとする王 朝
おうちょう

文学
ぶんがく

を

踏まえた記述が確認できることから、遠 州
えんしゅう

の教養を伝える作品であると周知されている。井上
いのうえ

宗雄
む ね お

氏

は「ペダンティックともみられるが、この紀行文の基調が、まさしく古典・古歌を背負った雅文体で

あることを示している。」12と指摘する。 

『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』には管見に及んだ限り、31 本のテクストが現存している。そのうち定家
て い か

様
よう

で書写され

たテクストが 8 本あり、うち 6本が遠 州
えんしゅう

自筆本と認定されている。遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

において、定家
て い か

様
よう

で

書写された遠 州
えんしゅう

の著作を、流祖自筆であると認定することによって、茶道流儀を継承したことが指摘

できよう。 
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5．まとめ 

遠 州
えんしゅう

は新しい時代の美的価値観を創造する役割をも担っていた。遠 州
えんしゅう

の美意識が同時代の人たち

に評価されたのは、戦乱の時代が終わり、徳川幕府が新しい時代を創生する 17世紀の息吹と、そこに

生まれた文化があった。遠 州
えんしゅう

は和歌や定家
て い か

様
よう

といった、当時の文化人たちの教養を身に着けていた。

茶道流派・遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

の形成には、17世紀の文化人たちの美的価値が投影されていたのである。そ

れゆえに、定家
て い か

様
よう

で書写された『辛酉
しんゆう

紀行
き こ う

』テクストは、遠 州 流
えんしゅうりゅう

茶道
さ ど う

において、遠 州
えんしゅう

の自筆と認定

されていったと考える。 

1 大槻如電校『校刻 藩翰譜』巻三、吉川弘文館、1956 
2 元禄 7年（1694）初版。美術、茶道具の百科全書。 
3 酒田市立光丘文庫蔵『校合雑記』、新日本古典籍総合データベース画像データ

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100202829/viewer 
4 「集外三十六歌仙」（『続々群書類従第十四』、国書完成会、1907） 
5 宮内庁書陵部蔵『桂光院宮武家來翰留』、新日本古典籍総合データベース画像データ

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100250512/viewer/73 
6 高橋義雄編『大正名器鑑 第五篇下』、大正名器鑑編纂所、1923 
7 江戸時代後期の大名。出雲国松江藩 10代藩主。江戸後期を代表する茶人であり、不昧流の流祖。 
8 安土桃山時代の茶人。わび茶の大成者として知られ、日本を代表する茶人である。千家流茶道の流祖 
9 熊倉功夫「近世の茶の湯」（『日本茶の湯全史・第二巻 近世』、思文閣出版、2014） 
10 小堀宗実「小堀遠州と定家様の書」（『定家のもたらしたもの』、翰林書房、2018） 
11「遠江守政一紀行」（『群書解題 十一』、続群書類従完成会、1960） 
12 井上宗雄「小堀遠州の文学」（『淡交 三二』 、淡交社、1978） 
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